


▲はじめに▼

お買い上げいただき誠にありがとうございます。ご使用の際には、取扱説明書をよく読
んでいただき、正しくお取り扱いくださるようお願い申し上げます。
取扱説明書は、本製品を正しく動作させ、安全にご使用いただくために、必要な知識を
提供するためのものです。いつも本製品と一緒に置いて使用してください。
また、取扱説明書の内容について不明な点がございましたら、弊社セ ー ルスマンまでお
問い合わせください。

［ ▲梱包内容の確認▼

冬季の寒い時期などに急に暖かい部屋．で開梱しますと、本製品の表面に露を生じ、本製
品動作に異常をきたす恐れがありますので、室温に馴染ませてから開梱するようお願い
申し上げます。

本製品は十分な検査を経てお客様へお届けいたしておりますが、ご受領後開梱しました
ら、外観に損傷がないかご確認ください。また、本製品の仕様、付属品等についてもご
確認をお願いいたします。
万一、損傷・欠品等がございましたら、ご購入先または弊社支店・営業所にご連絡くだ
さい。
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▲本製品を安全にご使用いただくために▼

本製品は、 安全に配慮して製造しておりますが、 お客様の取り扱いや操作上のミスが大き
な事故につながる可能性があります。
そのような危険を回避するために、 必ず取扱説明書を熟読の上、 内容を十分にご理解頂い
た上で使用してください。

本製品のご使用にあたって、 以下の事項を必ずお守りください。 なお、 取扱注意に反した
行為による障害については保証できません。

本取扱説明書では、 本製品を安全に使用していただくために以下のような事項を記載して
います。

（警

注

牛
l 感電事故など、 取扱者の生命や身体に危険がおよぶ恐れがある場合に

口 その危険を避けるための注意事項が記されています。

機器を損傷する恐れがある場合や、 取扱上の 一 般的な注意事項が記さ

音‘`如‘‘ れています。
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i
I II電源について■ ii 
i 供給電源が本製品の定格銘板に記載 されている定格内であることを確認してください。 i 
！ また、感電や火災等を防止するため、電源ケ ー プルや接続ケー プル、及び2極ー3極 ， 

！ 変換アダプタは、必ず弊社から支給されたものを正しくお使いください。 し

i ●保護接地及び保護機能について11 i 
！ 本製品の電源を入れる前に必ず保護接地を行ってください。 l 
i 保護接地は本製品を安全にご使用いただき、お客様及び周辺機器を守る為に必要です。 i 
i なお、下記の注意を必ずお守りください。 ！ i 1)保護接地 ii ...... . ' 
！ 本製品は感電防止な どのために、電源コー ドに接地線のある3極電源ケ ー プル ！ 

i を使用しています。必ず保護接地端子を備えた3極電源コンセントに接続して ！ 
ください。 ！ 

! . - - . . ! 

i 2) 保護接地の注意
l i 本製品に電源が供給されている場合に、保護接地線の切断や保護接地端子の結 i 

i 線を外したりしないように、注意して ください。 i 

i も し このような状態になりますと本製品の安全は保証できません。 i 
9 ! 
j 3) 2 極ー 3極変換アダプタ し
� . .. . l 

I !¥```〖墨叫［叫り塁塁昇芦筐ス i

｀←ア ー ス線 l 

， 

I .```食彗房忍摩畠認嬰贋戸：吏用しないでください。
1 

! IIケ ー スの取り外しII
.. .. . ... ·- - ii 

i 本製品のケ ー ス取り外しは、たいへん危険ですので、弊社のサ ー ビスマン以外が行うこ i 
i とを禁止いたします。 ． ！ 
9 ! i ■入力信号の接続II ! ！ 本製品保護接地端子を確実に接地してから被測定装置への接続を行って くださ い。 i 
！ 本製品と接続さ れる測定器等の接地電位差が同相許容入力電圧範囲を越えないように i 
l ご注意く ださい。 i 
l ■ヒュ ー ズの交換II • . . I 
i .. . ........... : ·- -...... ! 
i ヒュ ー ズを交換する場合、下記の項目に十分注意を払って行ってください。 ！ 
i ! 
; 1)ヒュ ー ズ切れの場合、本体内部が故障していることが考えられますので、ヒュ ー i
し ズを交換する前に原因をよ く お確かめください。 l ! 
! 2) ヒュ ー ズ交換するときは、必ず電源スイッチをOFFにし、電源コ ー ドをコネクタ i 

l より外し、入カケープルも外して く ださい。 ！ 

l 3) ヒュ ー ズは必ず指定の定格のものを使用してください。 l 
j. .... ··-·-·-·-·-·-·- J
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国
品をお取り扱いくだ

いる人以外の使用を

様を確認して、その

し
•一 — ‘'ア疇•-.-•—ヽヽ・—・一射の当たる場所や温

丙等）での保管は避けてください。

� 3)本製品は以下のような場所に設置しないでくださ
ヽ

i ①本体内部の温度上昇を防ぐため、通風孔があい

し
本製品のまわりを囲んだり、左右や上部に物を

、
とは絶対に行わないでください。

i 
（本体内部温度の異常上昇につながり故障の原

i ②紙などの燃えやすいものを本製品の近くに置か

i 4)本製品は以下のような場所ではご使用にならない

i ①直射日光や暖房器具などで高温または多湿にな
、 （仕様を確認して、その温湿度の範囲内でご使

i ②水のかかる場所

i ③塩分・油・腐食性ガスがある場所 i 
，

i ④湿気やほこりの多い場所 i i ⑤振動のはげしい場所 i 
� � - - . . .. . . . .. � 

� 5)電源電圧の変動に注意し、本製品の定格を越えると思われるときは、ご使用にならi
9 ないでください。 9
9 9
i 6)雑音の多い電源や、高圧電源の誘導等による雑音がある場合は、誤動作の原因となi
9 るので、ノイズフィルタ等を使用してください。 9 
‘ ’

i 7)本製品の同相許容入力電圧、最大許容入力電圧を越えた入力を接続しますと故障の i
し 原因となりますので行わないでください。

：ヽ

I 8)本製品の通風孔などの穴にとがった棒などを差し込まないでください。 i
9 故障の原因となります。 し
9 9 ! 9)ご使用中に異常が起きた場合は、直ちに電源を切ってください。 ＇ 

、 原因がどうしてもわからないときは、ご購入先または弊社支店・営業にご連絡く し
、 ださい（その際、異常現象・状況等を明記してFAXにてお問い合わせください） し

i i 
! 
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取扱上の注意事項

本器を使用する前に、 取扱説明書を熟読されますようにお願いいたしま
す。

1. 本器の出力に外部から電圧 ・ 電流を加えないでください。
2. 本器の電源電圧は、 交流電圧は定格電圧の士 1 0% 、 直流電圧は D C 1

0. 5~1 5 V の範囲で御使用ください。
電源ヒュ ー ズは、 切れた原因をお調べの上電源プラグを抜いてから取り
替えてください。 ヒュ ー ズは2種類ありますので定格を間違えないよう
に御注意ください。

また交流電圧はボルテ ー ジセレクタにより切り換え出来ますが、 使用

するヒュ ー ズは電圧にあった物に交換して御使用ください。
ヒュ ー ズはタイムラグヒュ ー ズ (Tマ ー ク）を使用してください。

3. 使用温度範囲 (- 1 0~ +4 0 ℃) 、 使用湿度範囲 (2 0~85%RH 、
ただし結露除く）以内で御使用ください。
高湿度下、 低温場所に保管されていた本器を取り出して使用するときに

は結露しやすいので、 充分使用環境温度になじませてから御使用くださ
しヽ。

4. 本器の保管場所は、 下記のような場所を避けてください。
0湿度の多い場所
0直射日光の当たる場所
0高温熱源の周辺
0振動の激しい場所
〇ちり、 ゴミ、 塩分、 水、 油、 腐食性ガスの充満している場所

5 ． 本器には、 メモリバックアップ用にコンデンサが内蔵されています。 半
月に 1 度ぐらい通電を行いませんと内容が消滅します。 時間は 1 0 時間

以上行って下さい。
6. プラグインユニットに於ける注意事項はユニット毎の説明書の最初に明

記してありますので良くご覧ください。
7. 本器に収納されているプラグインユニットを取り外したり、 差入れたり

する場合は、 必ず本器の電源スイッチを OFF (断）にしてから行なっ
てください。

8. 振動がかかるところではメモリカ ー ドは抜いて御使用ください。
9. 本体ケ ー スにチャ ー ジアンフ

゜

ユニット(AHll-105)を収納し、 全チャネル
一 括にオ ー トレンジキ ー を押したとき、 叉はチャ ー ジアンプユニットの
オ ー トレンジキ ー を押したときは、 他のユニットと動作が異な ります。

オ ー トレンジキ ー を 一 度押すことにより、 オ ー トレンジキ ー 内のLE
Dが点滅を開始します。
点滅はチャ ー ジアンフ゜

ユニットの出力電圧の安定時間と して必要な事を
現わします◇

約3 0秒間点滅を繰り返し、 その後連続点灯に入ります◇ オ ー トレンジ
動作はこれから動作を開始します。 オ ー トレンジキ ー を更に押すことに
より、 その間の最大値が飽和しないレンジに設定されます。
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本体ケ ー スの各部名称と機能

1 -1 
1 - 2 

1 -3 
1 -4 
1 -5 

測定準備

コントロ ー ルユニット前面部の名称と機能
ケ ー ス前面部の名称と機能
コントロ ー ルユニット背面部の名称と機能
ケ ー ス背面部の名称と機能
底面部の名称と機能

2 - 1 電源ケ ー プルの接続
2 -2 インタ ー フェイスコネクタの接続
2 -3 アナログ一 括コネクタ
2-4 リモ ー トコネクタの接続

2-4-1 本器を2台以上接続するとき
2-4-2 6G01~0 3形と接続するとき
2-4-3 6M83、 84形と接続するとき

2 -5 出力と負荷の接続
2 -5 -1 デ ー タ ・ レコ ー ダとの接続
2-5-2 電磁オシログラフとの接続

操作方法

3 -1 モニタチャネルセレクトキ ー の動作
3 -1 -1 オ ー トスキャン機能
3 -1 -2 C H A、 B表示

3 -2 メモリセレクトキ ー

3 -3 メモリカ ー ドの装着

リモ ートコントロ ー ル

4 -1 リモ ー トコントロ ー ル制御の説明
4 - 1 - 1 G P - I B による制御
4 -1 -2 R S -2 3 2 Cによる制御
4 -1 -3 コマンドの受け取り
4 -1 -4 コマンドの実行
4 -1 -5 ステ ー タス、 デ ー タの出力
4 -1 - 6 コマンドのフォ ー マット
4 -1 - 7 エラ ー の発生

4 -2 リモ ー トコントロ ー ルコマンド
4 - 2 - 1 各種実行コマンド
4 -2 -2 コントロ ー ルユニット用コマンド
4 -2 -3 プラグインユニット用コマンド
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エスケ ー フ
゜

・ シ ー ケンス

出カデ ー タフォ ー マット

アンプコ ー ド表
リモ ー トコントロ ー ルプログラム例
RS-232Cコントロ ー ルスイッチの設定

RS-232Cコネクタ ピン配置、 接続例

5. 仕様

6. 外形寸法図
6-1 AH1108, AH1116形本体ケ ー ス

7. ケー プル頬 一 覧表
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主え力ゞき

この度は当社リモ ー トコントロ ールアンプAHllOOシリ ー ズをお買い
上げいただき誠にありがとうございます。

当AH 1 1 0 0は、 可搬性に富んだセンサアンプとして数々の新機能を採
用して使いやすさ 、 信頼性を 一 段と向上させた製品になっています ¢

特長といたしましては、

〇プラグインユニットは、 入出カアイソレ ー ションアンプになっていま
す。

0プラグインユニットは、 全機種にセルフチェ ック機能が搭載されてい
ます。

〇プラグインユニットは、 オートレンジ機能が搭載されています。
〇プラグインユニットの各種設定は、 メモリカ ー ドにより容易に記憶、

再設定が出来ます。
OGP-IB、 RS-232Cインタ ー フェイスが標準で搭載され容易

にシステム構築が行えます。
0電源は、 AClOOV系とDC 1 2 V系の2種類で動作可能になって

います。

なお、 万 ー 不備な点がありましたら取扱説明書の保守の項を御覧いただき、
その上で最寄りの店所までご連絡いただきますようお願いいたします。



計測のプロック ・ ダイアグラム

シグナルコンディショナ

□手ミ 1交流プリッジ電源形
ひずみ

こ
加速度 I チャ ージアンプ

← IDCアンプ
信号

F/Vコンパータ

フイルター アンプ
信号

且温度 1熱電対アンプ

占鼠1直流プリッジ電源形

直流電圧／電流発生器

本体ケ ー ス部

I 8CHクース
紐11-101

AHll-102 I
!6CH臼

| コントtt-ルュ：ット

AHll-103 I 

AClOOV 
DC12V 

出力機器

IDL-1100 

I デー タレコー ダ































4. リモ ートコントロ ー ル

本器は、GP-IB またはRS-232C回線を用いて外部コンピュ ー タから制御することが出来
ます。

4-1 リモ ー トコントロー ル制御の説明

4- 1 - 1 GP-I B による制御

本器をコンピュ ータから制御する場合は以下のファンクションを持ちます。

SHl ソ ー スハンドシェイク全機能
AHl アクセプタハンドシェイク全機能
T6 基本的ト ー カ、シリアルポ ール
L4 基本的リスナ
SRl サ ー ビスリクエスト全機能
RLl リモ ー ト／ロ ー カル全機能
PPO パラレルポ ー ル なし
DCl デバイスクリア全機能
DTO デバイストリガ なし
co コントロ ール なし

GP-IB のインタ ー フェイスメッセ ー ジを受け取ったときの動作は以下のようになります。

®デバイスクリア
インタ ー フェイス部分以外の本器の機能を電源投入と同じにします。

®リモ ー ト／ロ ー カル
REN ON （リモ ートイネ ー ブル）でコマンドを受けるとコントロ ールユニットのロ ー カルキ
ー 内のLEDが点灯し、以後キ ー を受け付けなくなります。キ ー の動作を行なわせるにはロ ー カ
ルキ ーを押すか、GP-I B のリモ ー トコントロー ルコマンドのGTL (GO TO LOCA
L) を用います。ロー カルキ ー 内部のLEDが消灯すればキ ー 操作が可能になります。 （ただし
キ ーロックOFFの時）
ただし、次の注意が必要です。

· GP-IB を通してリモ ートコマンドのMLA (MY LISTEN ADDRESS) を受け
取るとリモ ー ト動作に戻ります。

・リモ ー トコントロ ールコマンドのLLO (LOCAL LOCK OUT) を受け取るとロ ー カ
ル動作には戻りません。この場合は、コントロ ールコマンドのREN (REMOTE ENAB
LE) 線をOFFにする必要があります。

©サ ー ビスリクエストの発生
・インタ ーフェイスに異常を生じたか、または受け取ったコマンドにエラ ーがあった時。
・サ ー ビスリクエスト送出を指示された時

◎AHllOOは、受信用のバッフアを持っており外部コンピュ ータより、本器に設定コマンド
を連続して送出した場合、バッファに保存されその後解釈されて実行されます。外部コンピュ
ータで割り込み処理でエラ ーコー ドをポ ーリングすると、 どのコマンド実行中に発生したか判
断が出来ません。コマンド毎にエラーが発生したかを確実に検出したければ、コマンド送出毎
に時間待ちを入れて下さい。
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4- 1 -2 RS-2 3 2 Cによる制御

本器を、RS-232Cを用いて制御するときの注意です。

®GP-IB と同じように操作できるように、以下のコマンドがあります。

伍己蕊該i墨＋ z |；；ゑ云i辻五：宮； I （注） H は 1 6 進数です。

®本器のRS 回線はタ ー ミナル接続です。モデムとの接続は出来ません。

©本器の通信の制御には、ハ ードワイヤ ー (RTS) 、Xパラメ ー タ制御の2通りがあります。
・ハ ー ドワイヤ ー制御

本器の内部バッファの残容量が2 5％以下になるとRTS端子を LOWレベルにします。コマ
ンドの処理が進んで 5 0 ％以上になるとRTS端子をHIGHレベルにします。本器からデー

タを取り出す場合は、CTS端子を用いて制御します。
ただし、HIGHから LOWになった時点ですでに送信中であったバイトはそのまま送信しま
す。

· Xパラメー タ制御
送信のON/OFFに特殊コ ードを用います。

送信開始 X o n : D C 1 (llH) 
送信中断 X o f f : D C 3 (13H) 

このモ ードは以下の注意が必要です。
· CTS端子は常にHIGHにします。もし LOWになるとエラー メッセ ー ジを出力して本器は

停止します。
• 1 バイトのステ ータス出力及びXon/Xoffコード自身は制御に関係なく出力されます。

⑪本器のコマンドの一部にはその動作中に通信を中断するものがあります。
• DC 4 (14H) :デバイスクリア

このコマンドでは、ホストコンピュ ー タ側で時間待ちを行なうか、または EN Q(05H)を発行し
て ACK(06H)の応答があるのを待ちます。

®本器のRS 回線は、 1 バイトの受信レジスタを持っています。通信を中断した状態ではこのバイ
トを取り込みません。このままで次のバイトを受信してしまうとオ ー バ ー ランエラーを生じ、以
後の通信は正常に行なえません。

®リモ ー ト／ロ ー カルの切り替えは次のように行ないます。
・コマンドを受け取るとリモ ート状態になり、ロ ー カルキ ーの内部 LEDが点灯します。
•前面パネルのロ ー カルキ ー を押すとロ ー カル状態に復帰します。ただし、その後さらにコマン

ドを受け取ると再びリモー ト状態になります。
• Es C (lBH)+" z II を受けるとロ ー カル動作になります。

- 16 -



4-1-3 コマンドの受け取り

本器は、 2 5 6 バイトの受信バッファを持っており、一般のコマンドは一度ここに格納され順次解
釈されます。
次のコマンドはバッファに入ることなくただちに実行されます。

• E S C (lBH) +" E" 、 ’' z"

• DC 4 (05H)
• EN Q(05H)
·GP-IBのインターフェイスメッセ ー ジ

バッファ内に未実行のコマンドが多くなると通信を停止します。
·GP-IB :ハンドシェイクの中断
·RS-232C:RTS端子をLOWまたはXoff出力

停止／再開のタイミングは次の通りです。
・停止 ……•••GP-IB :残容量が 2 ％以下になった時

RS-232C：残容量が25％以下になった時
・再開 ………どちらも残容量が5 0％以下になった時

バッファ内に未実行のコマンドが残ったまま、ロ ー カル動作に移ったとき残ったコマンドは保持さ
れます。また、ロー カル動作中に新しいコマンドを受け取るとバッファに追加していき、リモ ー ト
に戻ったときに先頭から実行して行きます。
もし、バッファ内に残ったコマンドを破棄したい場合はデバイスクリアを送出してください。

4-1-4 コマンドの実行

リモ ー ト状態で受信バッファにコマンドが入ると実行します。
コマンドの解釈または実行中にロー カル動作に切り変わった時は、 そのコマンドの実行後にロー カ
ル動作（キ ー入力）が可能になります。
コマンドの実行のタイミングを取るため以下のコマンドが用意されています。

·" XSR" ……•••このコマンドが解釈されるとサ ー ビスリクエストをおこないます。コマンド
列の最後にいれて置けば、指定した動作が終了したことがわかります。この
間ホストコンピュ ー タは別の処理が出来ます。(GP-I Bのみ）

• EN Q(05H)•…••本器の動作状態を知ることが出来ます。受信バッファコマンドが残っていて
もすぐ実行されます。

4-1-5 ステ ー タス、データの出力

ステ ータスの出力を要求するコマンドを受け取るとただちに送信状態になります。

@GP-IBではソ ースハンドシェイクを待ちます。トー カに指定されると出力を始めます。中断
するには、ハンドシェイクを中断してください。

®RS-232Cでは、通信制御（ハ ードワイヤ ー ／Xパラメ ータ）に応じて送信可能を確認して
出力します。
Xパラメ ー タ制御の状態で、CTS端子がLOWレベルだとエラーを発生して停止します。RS
-232Cでは、以下のコマンドの出力はホストが送信停止要求中(Xof f)でも出力します。
• E S C (lBH) +" E"

• EN Q(05H)
もし、出力中にコマンドを受け取ると出力を中止します。これは、ホストコンピュ ー タのプログ
ラム開発中に誤ったプログラムでバスロックが生じた場合や、緊急時にすぐに送信を中止しなけ
ればならない時でも、以後の操作を続けるようにするためです。
このため、ステ ータス、デ ータの出力を要求するコマンドのデリミタには注意を要します。
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©ステ ー タス、デ ー タの出力の場合、デリミタはコントロ ールユニットの背面パネルで設定された
コ ードになります。ステ ータス出力の時で複数のステ ー タスが出力される場合はその間はカンマ
で区切られ、最後にデリミタが付きます。
ただし、以下のコマンドではデリミタは付加されません。GP-IBではEOIが同時に出力さ
れます。
• E S C (lBH) +" E"
• EN Q(05H)

4-1-6 コマンドのフォ ーマット

®長さ
最大 2 5 6 バイト

®セパレ ータ
コマンドとパラメ ータの間に区切り文字を入れる必要はありません。入れる場合は、スペ ース
を用います。
パラメ ータとパラメ ータとの間には、カンマまたはスペ ースを入れます。カンマはパラメ ー タ
の直後に一つだけ置くことが出来ます。

（例） OSFS_l, 2↓ 
OSFS_l, 2 ↓ 
OSFS_l, _2↓ 
XS FS_l_, 2 ↓ ー ー'

XSFS_l,, 2 ↓ 

©デリミタ （注） ＿は、スペ ース、↓は、デリミタです
コマンドの最後にはデリミタを付けます。以下のデリミタが使えます。
• CR (ODH)
• L F (OAH)
· EOI (GP-IBのみ）
•上記の組合せ(CR+LF)

また、一部のコマンドを除き次のデリミタがつかえます。
． ；  （セミコロン）
・次のコマンドの入力

以下のコマンドにはデリミタがありません。受け取るとただちに実行します。
• E S C (lBH) +" E " 、 ’' z"

• DC 4 (14H)

• ENQ(05H)

［注意］
リモ ートコントロ ールのプログラムが、 BASICの場合「ESC+" Z"↓」と送出すると↓
により、本器は再びリモ ート動作になります。この場合「ESC+" Z" ;」とプログラムを書
けば、デリミタが送出されずロー カル動作になります。
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4-6 リモ ー トコントロー ルプログラム例
4-6-1 GP-IBコントロー ルプログラム例

このフ
゜

ログラムは、 GP-IBボ ー ドを装着した日本電気（株）のPC-9801上のMS-D

OS版 N88BASICで動作します。
但し、 以下のプログラムファイルがAドライブに必要です。

1. N88BAS IC. EXE

2. GPIB. EXE

3. GPIBSP. BAS （リスト 1)

次のように入力します。
A> N88BASIC /E :GP IB /T: RUN"GPIBSP. BAS"

プログラムがロー ドされ続いてプログラムがスタ ー トします。

［サンプルプログラムの内容］
AHl 108形にACストレンアンプが8ch 収納されています。 全チャネルー括設定と特
定チャネルヘの設定を行ないます。 誤った設定の時にはSRQが発生しますので処理ルーチ
ンが必要になります◇

（リスト 1)

IOO '###n#######################H#####nH#### 
110 ' AHllOO GP-IB サンプル プログラム
120 '#####H＃＃けれれ＃＃＃＃＃n#け材＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃けれ＃＃＃＃＃
130 AD=2 'AHllOO ADDRESS 
140 ISET IFC 'インタ ー フェ ー ス クリア
150 ISET REN 'リモ ー ト イネ ー プル
160 CMD DELIM=O 'デリミタ CR+LF 
170 CMD TIMEOUT=S 'タイムアウト 5秒
180 ON SRQ GOSUB *POLLl 
190 SRQ ON 
300 ' 
310 CMDDATll="SFS O 3" 
320 CMDDA TII=" SCL O 3" 
330 CMDDAT$="SFC O I" 
340 CMDDATll="ECL O O" 
350 CMDDATll="EBL O" 
360 CMDDATS="ECL O l" 
370 CMDDATll="SMN 1" 
380 CMDDAT$=" IAD" 
390 GOSUB *INPDAT 
400 CMDDAH="ECL O O" 
500 ' 
510 CMDDATll="SFS 2 5" 
520 CMDDATS="SCL 2 5" 
530 CMDDATS="SFC 2 3" 
540 CMDDAT$="EBL 2" 
550 CMDDATll="SMN 2" 
560 CMDDATS=" IAD" 
570 GOSUB *INPDAT 
600 ' 
610 SRQ OFF 
620 PRINT "終了 ＂

630 END 
700 ' 
710 *SETCMD 
720 PRINT @AD ; CMDDATII 
730 FOR I=O TO 10:NEXT 
740 RETURN 
800 ' 

:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 

:GOSUB >l<SETCMD 

:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 
:GOSUB *SETCMD 

＇全チャネルのフルスケ ー ルを1 k µ eに設定
＇全チャネルのキャル値を5 0 0 µ eに設定
＇全チャネルのフィルタを3 kHzに設定
＇全チャネルのキャルをオフ
＇全チャネル オ ー トパランス
＇全チャネルの十キャルをオン
＇モニタチャネルを1チャネルに設定
'A/Dデ ー タの読みだし

・全チャネルのキャルをオフ

'2チャネルのフルスケ ー ルを2 0 0 µ eに設定
'2チャネルのキャル値を1 0 0 µ eに設定
'2チャネルのフィルタを3 0 0 H zに設定
'2チャネル オ ー トパランス
＇モニタチャネルを2チャネルに設定
'A/ Dデ ー タの読みだし

＇プログラムの終了

＇ コマンド送出サプル ー チン

810 *POLLl 'エラ ー リクエスト処理サプル ー チン
820 POLL AD,B 'シリアルポ ー ル
830 PRINT IEEE(5);":";"&H";HEXHIEEE(4)-128) 
840 SRQ ON 
850 FOR I=O TO 5000:NEXT 
860 CMDDATII=" IER" :GOSUB *SETCMD 
870 GOSUB *INPDAT 
880 RETURN 
900 ' 
910 *INPDAT 
920 INPUT @AD ; DATIi 
930 PRINT "IN DATA ";DATIi 
940 RETURN 
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＇エラ ー チャネルN oの読みだし

＇デ ー タ入カサプル ー チン



4 - 6 - 2 R S - 2 3 Cコントロールプログラム例

このプログラムは、 日本電気（株）のPC-9801上のMS-DOS版N88BASICで動

作します。
但し、 以下のプログラムファイルがAドライプに必要です。

1. N88BAS IC. EXE 

2. SWITCH.COM (ボーレイトの変更をするときに必要です．， ）

3. RS232CSP. BAS (リスト2)

あらかじめ、 ボーレイトを設定しておきます．9

AHllOO側のボーレイト設定は4- 6章を参照して下さい. AH、 PCとも同じボーレイトの

設定にします。 PC側のボーレイトの設定は例えば4800ボーとすれば

A> SWITCH RO [4800] 

続いて次のように入力します。

A> N88BAS IC IT: RUN" RS2 3 2CSP. BAS" 

プログラムがロードされ続いてプログラムがスタートします。

1 100 '11111111け＃＃＃けは＃けけけ＃け＃廿＃＃＃け＃けけけ＃＃＃＃＃＃＃け＃＃＃＃け
2 110 ' AHl 100 RS-232Cサンプル プログラム
3 120 '###IIけ＃け＃＃け＃＃けけけけけけはけけけ＃け＃＃けけ＃＃け＃け＃＃け＃け＃
4 130 REM PARITY<E, 0, Nl ;WORD<7, 8> ;STOP(1, 2, 3> ;XON<X, Nl ;S-PARAM<S, NJ 
5 140 OPEN "C叩1:N81NN" AS Ill'NONE PARITY, BBIT, lSTOP, RTS, 
6 150 PRINT 111, CHR＄(&H14);'デバイスクリア
7 300' 
8 310凶DDATS-"SFS O 3":GOSUB *SETO-AD'全チャネルのフルスケ ールを1kp. eに設定
9 320叩DDATS-"SCL O 3":GOSUB *SETO-AD'全チャネルのキャル値を500/J. Cに設定

10 330凶DOAT$•"SFC O. 1" :GOSUBおETOAO・ 全チャネルのフィルタを3kHzに設定
11 340叩OOAT＄•"ECL O O":GOSUB *SET凶O'全チャネルのキャルをオフ
12 350凶ODAT$•"ESL O":GOSUB米EたMO'全チャネル オー トパランス
13 360凶OOATS-"ECL O 1":GOSUB •SETOAD'全チャネルの十キャルをオン
14 370凶OOAT$-”SI.V>J 1":GOSUB *SETOAD・ モニタチャネルを1チャネルに設定
15 380凶OOATS•"IAO" :GOSUB *5ETOAD'A/Dデータの読みだし
16 390 GOSUB *INPOAT 
17 400凶DOATS-"ECL O O":GOSUBおETOAO'全チャネルのキャルをオフ
18 500 ・

19. 510 OADDATS-"SFS 2 5":QOSUB心ETOAO・ 2チャネルのフルスケ ールを200p. eに設定
20 520凶OOATS-"SCL 2 5” 心OSUB祁ETOJO'. 2チャネルのキャル値をlOOµeに設定
21 530凶ODAT$ー"SFC 2 3” 心OSUB *5ETOJO'2チャネルのフィルタを300Hzに設定
22 540 OJDOATS•"EBL 2":GOSUB *SETQ.40・ 2チャネル オ ー トバランス
23 550凶DOATS-”SI.V>J 2":GOSUB *SETOAD ・ モニタチャネルを2チャネルに設定
24 560凶ODATS-"IAO":GOSUB廷ETOAO'A/Dデータの読みだし
25 570 GOSUB •INPOAT 
26 600 ' 
27 610 PRINT ”終了”・ プログラムの終了
28 620 END 
29 700 ' 
30 710 *SET凶O'コマンド送出サプルーチン
31 720 PRINT 111,0AOOATS:PRINT OJOOAT$ 
32 730 FOR l•O TO 10:NEXT I 
33 740 GOSUB •ERRSUB 
34 750 RETURN 
35 800 *ERRSUB'エラ ー検索サプルーチン
36 810 PRINT 111,CHRS（糾1Bl+"E”'エラ ー要求
37 820 DATS•INPUTS< 1,111 l :OAT•ASC<DAT$J :OAT$•HEXS<DAT>+"H" 
38 830 PRINT DAT$ 
39 840 RETURN 
40 900' 
41 910 *INPOAT'データ入カサプルー チン
42 920 INPUT 111, OATS 
43 930 PRINT "IN DATA ";DAT$ 
44 940 RETURN 
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4-8 RS-232Cコネクタピン配置

ピンNo. 機 能 方向

1 フレ ー ムグランド

2 TXD （送信信号） Transm it Data 出力

3 RXD （受信信号） Rece ived Data 入力

4 RTS Request To Send 出力

5 CTS Clear To Send 入力

7 コモン

， +5V （ただし、 光コネクタ用のみに使用する事）

20 DTR Data Term inal Ready 出力
(681Qを介して十12V と接続）

ホストコンピュ ー タ AH l l 00 
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5． 仕様

5-1 AHll-101、 102形本体ケース仕様

1. 実装チャネル数
· 8チャネル(AHll-101形）、 1 6チャネル(AHll-102形）

2. 外部インターフェイス用コネクタ
• GP-I B (I EEE-488準拠）
· RS-232C

3. アナログ出力用コネクタ
各チャネルデュアル出力(BNCコネクタ）
但し、 プラグインユニット仕様により片極性、 1出力／ユニットまたは未使用の場合もある',

4. アナログ一括出力
各チャネルデュアル出力と並列接続

出力電流は3項、 4項の合計がそれぞれの出力でプラグインユニットの仕様内であること

5． ケース切り換えスイッチ FREE、 COM切り換え
CASE COMでユニット出カコモンと本体ケースを接続、 FREEでオ ー プン¢

6. 電源
· AClOOV土10%(AC120、 220、 240V切り換え可）

AH1108 約80VA、 AH1116 約170VA

· DClO. 5~15V
AH1108 約4A、 AH1116 約8A(l2V時）

7. 耐振性

• 3 G (29. 4111/s2)

8. 耐電圧
・ プラグインユニット入力端子～ア ー ス端子間
・プラグインユニット出力端子～アース端子間

AC 1 kV／分
AC250V／分（但しケース切り換え

スイッチFREE)

· AC電源入力端子 ～アース端子間 AC 1 kV_／分

· AC電源入力端子 ～プラグインユニット入力端子間 AC 1 kV/'分

9. 使用温度・湿度範囲
· -10~40℃、 20~85%RH以内

1 o. 外形寸法
· AH1108形

約 巾256X高さ150X奥行き330mm （但し突起物含まず）
· AH1116形

約 巾436X高さ150X奥行き330mm （但し突起物含まず）

1 1. 質 量
· AH1108 約9kg （フ

゜

ラグインユニット 8C H収納時）
· AH1116 約15. 0kg（プラグインユニット16CH収納時）
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5 -2 AHll-103形 コントロールユニット 仕様

1 ． 前面表示、 操作部

［表示部］
・表示桁数 4桁LED

・直線性 土 1/2LSB 以下

•安定度 士 0. 005%FS／℃ 以下

・変換回数 約3回／秒
・単位自動表示 (V、 ACV、 ℃)

［メモリカ ー ド部］
プラグインユニットの設定値の記憶、 再設定 (4通り）

［各種キー操作部］
オ ートレンジ 、 セルフチェック、 オ ートバランス、 士CAL、 キー ロック
パワ ースイッチ、 モニター チャネルセレクト、 ローカル、 メモリセレクト
セット・キャンセル、 メモリ、 リセット

［モニター出力部］
• 土 5V、 士 2mA

・ モニター チャネルセレクトスイッチにより選択されたチャネルのアナログ出力が取り出
せる。 同時に、 表示部に出力される。 また、 セレクトされたユニットのモニターLED

が点灯するウ

2. 外部インターフェイス機能
インターフェイスを用いて 、 ユニットの設定、 ステータス読みだし、 グループ制御が可能
になる。

· GP-IB

IEEE-488準拠
SHl、 AHl、 T6、 L4、 SRl

、 RLl、 PPO 、 DCl、 DTO 、 co

アドレス設定 0~E (1 4)

· RS-232C

転送形式
転送速度
データ長
パリティ
ストップピット
プロトコル
アドレス設定

・共通項目

全二重通信方式
9600、 4800、 2400、 1200、 600、 300、 15 0ポー

7 、 8 ビット
なし、 EVEN、 ODD

1 、 2ピット
RTS、

X パラメ ー タ制御
F (1 5) 

デリミタ CR-LF、 CR、 LF、 EOI (GP-IB 時のみ）
・ コントロ ールユニット設定スイッチ (CONT SW) 、 アドレス設定スイッチ (ADRS

SW) により各パラメ ータを設定。

3. 同期用出力

［プリッジ電源］
・電圧 2Vrms 土0. 2％以内
・周波数 正弦波25kHz 士5％以内
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［リモ ート機能］
・全チャネル オ ートバランス、 士CAL、 セルフチェック

オ ートレンジ ・ スタ ート、 オ ートレンジ ・ ストッフ
゜

【注意】2ケ ース以上同時に御使用の時は、 同期用ケ ー プルが必要です。
AH-AH間同期ケ ー プルは、 AHll-331形
AH-6G間同期ケ ー プルは、 AHll-336形
AH-6M間同期ケ ー プルは、 AHll-335形を御使用下さい e

4. OSC I NT-EXT 切り換えスイッチ
プリッジ電源の動作モ ー ド切り換えスイッチで、 INTにて内部発振器での動作モ ー ドと
なり同期用出力に出力し、 EXTにて外部からの同期用信号での動作モ ー ドとなる。

［御注意］
AHllOO形を2台以上、 叉は6G01~03形、 6M83、 84形
と組み合わせて御使用になる場合は必ず同期を取る必要があります。
1台をINTにして内部発振器を動作させ、 他は全てEXTにします。
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(1)本書の内容の全部または、一部を無断で転載することは固くお断りいたします。
(2)本書の内容に関しては、将米予告なしに変更する事があります。
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